
変形労働制について、道教委が市町村教委への説明会を実施

制度の濫用を防ぐための措置について、
「適用条件確認票」をもとに「適切に確認」
●変形労働制の濫用を防ぐため、様々な措置が規定されています

１年単位の変形労働時間制は、１日８時間労
働の大原則を崩す制度であることから、濫用を
防ぐための様々な措置が指針に規定されていま
す。
これらの措置については、講ずる者も、運用

する者も、チェックする者も、すべて校長と教
育委員会が行うこととされていることから、こ
れでは措置が適切に運用されるか担保されない
と、道教委に厳しく指摘してきました。

●「適用条件確認票」で措置を確認

道教委は、これらの措置が「適切に確認」さ
れる仕組みとして、道立学校での活用にあたっ
て、「適用条件確認票」を作成し、その内容を本
人に提示して説明するとともに、措置の内容に
ついて校内全体で共通理解を図ること、そして、
道教委も記載の内容についてヒアリングを行う
などして確認することを、交渉で確認しました。
交渉後も、「適用条件確認票」の記載内容につ

いて道教委に様々に要求し、濫用を防ぐ歯止め
を一定程度設けさせることができました。

●確認票を校内全体で確認することで、恣意的な運用を許さないことも重要です

この「適用条件確認票」は、道立学校での活用の場合に使用されるものですが、15日の説明会
で市町村教委担当者に示し、説明されていることから、市町村教委が１年単位の変形労働時間制
の導入を決めた場合、同様の確認票を作成することになるものと思われます。組合としても市町
村教委に確認し、しっかりと作成、確認させることが必要です。
今後も、市町村や学校への制度導入を許さないとりくみに全力を注ぎますが、それでも学校に

導入された場合、確認票を校内全体で確認させ、恣意的な運用を許さないことも重要です。

変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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